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金
木
町
に
も
“
日
本
一
一
を
ー
と
、金
木
津
軽
凧
の
会

宿
長
勝
義
会
長
）
が
製
作
し
て
い

た
“
8
0枚
だ
こ
ー
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
。
幅
三
・
三
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
姓
八

枚
分
の
大
き
さ
で
あ
る
。
 

会
員
の
創
意
を
結
集
し
て
発
案
ん
た
“
折
畳
み
だ
こ
ー
で
あ
る
た
め
、
運
搬
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
、
保
管
に
も
場
所
を
と
ら
な
い
の
が
，
日
本
一”
の
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
 

今
月
二
十
七
日

（廻

‘
中
央公
民
館
前
で
開
催
さ
れ
る
“
た
こ
あ
げ
大
会
一
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
そ
の
雄
姿
が
披
露
さ
れ
る
。
 

無
料
サ
ー
ビ
ス
の
豚
汁
を
頬
張
り
な
が
ら
・
“日本
一
の
津
軽
だ
こ
ー
を
一
目
どう
ぞ
。
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No. 202 

1月31日現在 前月比較 

人 L.1 14.505人 ＋5 

男 7,072人 ― 8 

女 7,433人 ＋13 

3,936世帯 ＋ 7 
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町
民
元
旦
の
集
い
 

今
年
は
一
〇
五
名
が
参
加
 

ニ
月
一
日
か
ら
老
人
保
健
注
が
施
行
さ
れ
、
老
人
保
健
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
＋

一
月
号

で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
実
際
の
医
療
の
受
け
方
に

つ
い
て
も
う

一
度
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
‘
 

ど
ん
な
に
若
々
し
く
健
康
な
人
も
い
つ
か
は
老
後
を
迎
え
な

く
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
病
気
と
全
く
無
縁
の
老
後
は
な
か

な
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
新
制
度
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
か

け
に
、
わ
た
し
た
ち
一
人

一
人
が
、
健
康
な
老
後
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
“
健
康
づ
く
り
ー
に
関
心
を
寄
せ
た
い
も
の
で
す
。
 

医

療
の

対
象

者
 

老
人
保
健
の
医
療
が
受
け
ら

れ
る
人
は
、
七
十
歳
以
上
及
び
 

一
  

六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
米
満
で

寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
に
あ
る

医
療
保
険
の
加
入
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
六
十
五
歳
以
上
七

十
歳
米
満
の
人
に
つ
い
て
は
、
 

あ
ら
か
じ
め
寝
た
き
り
な
ど
の

状
態
に
あ
る
と
い
う
町
の
認
定

を
受
け
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
 

健
康
手
帳
の
交
付
 

老
人
保
健
の
医
療
は
、・
七
十

歳
の
誕
生
日
ま
た
は
寝
た
き
り
 

ぐ
「
 
、

・
 

一
 

な
ど
の
状
態
に
あ
る
旨
の
認
定

を
受
け
た
日
の
翌
月
（
誕
生
日

や
認
定
を
受
け
た
日
が
月
の
初

日
で
あ
る
場
合
は
そ
の
月
）
か

ら
聞
始
さ
れ
ま
す
の
で
、
七
＋
 
 歳

に
な
る
前
な
ど
に
役
場
民
生

課
に
届
出
ダ
乞

が
必
要
で
す
o
 

そ
れ
に
基
づ
い
て
健
康
手
帳

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
健
康
手
帳

に
は
、
医
療
と
日
常
の
健
康
管

理
に
役
立
た
せ
る
た
め
に
健
康

診
査
な
ど
の
経
過
を
記
録
す
る

も
の
で
、
医
療
の
受
給
資
格
を

証
明
す
る
“
医
療
受
給
者
証
〉
 

が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

医
療
を
受
け
る
場
合
は
、
こ

の
健
康
手
帳
に
保
険
証
を
添
え

て
提
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

医

療
の
給

付
 

老
人
保
健
の
医
療
は
、
国
民

健
康
保
険
や
健
康
保
険
を
取
り

扱
っ
て
い
る
病
院
、
診
療
所
ま

た
は
医
師
の
処
方
せ
ん
に
よ
り

医
薬
品
を
販
売
、
投
与
す
る
薬
 

屍
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
e
 

医
療
の
給
付
は
、
健
康
保
険

の
場
合
と
同
様
で
す
。
 

費
用
の
一
部
負
担
 

お
年
寄
り
に
健
康
へ
の
自
覚

と
適
切
な
受
診
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
増
え
続
け
る
お
年

寄
り
の
医
療
費
を
、
国
民
が
公

平
に
負
担
し
て
い
く
と
い
う
見

地
に
立
っ
て
、
医
療
を
受
け
る

際
に
お
年
寄
り
に
も
無
理
の
な

い
範
囲
で
次
の
よ
う
に
一
部
負

担
金
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

】ー
通
院

の
場
合
】
廿【
 

ー
カ
月
四
〇
0
円
で
す
。
そ

の
月
の
最
初
の
診
療
日
に
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
総
合

病
院
の
場
合
は
、
各
診
療
科
を
 

ー
つ
の
医
療
機
関
と
み
な
し
ま

す
か
ら
、
原
則
と
し
て
各
診
療

科
ご
と
に
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
ず
．
 

‘
廿
入
院
の
場
合
 n
H
n
P
 

一
日
当
た
り
三
O
〇
円
で
す
。
 

た
だ
し
、
同
じ
病
院
ま
た
は
診

療
所
に
継
続
し
て
ニ
カ
月
（
被

用
者
保
険
本
人
の
場
合
は
五
O
 

日
）
を
超
え
て
入
院
し
た
と
き

は
、
そ
の
後
は
支
払
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
 

正
月
恒
例
の
，「町
民
元
旦
の

集
い
」
が

一
月
一
日
、
中
央
公

民
館
に
一
〇
五
名
の
町
民
が
出

席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

集
い
は
、
君
が
代
斉
唱
に
続

い
て
古
川
町
長
が
年
頭
の
辞
、
 

花
田
、
原
田
両
県
議
を
始
め
七

名
の
か
た
が
た
が
年
頭
の
抱
負

を
述
べ
た
あ
と
祝
宴
に
入
り
、
 

今
年
の
抱
負
な
ど
を
語
り
合
っ

て
い
ま
し
た
。
 

今
回
の
出
席
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 
 

荒
関
 
通
義
 
浅
木
 
全
一

秋
元
 
直
衛
 
秋
元
 
常
貞

阿
部
 
定
一
 
伊
丸
岡
 
勇

泉
谷
 
照
正
 
伊
藤
 
久
雄

大
橋
勇
五
郎
 
小
田
桐
喜
吉

太
田
 
猛
 
小

山
内
 
等

太
田
 
昌
ニ
 
太
田
 
徹

長
内
 
誠
治
 
大
橋
 
隆
治

逢
坂
 
伸
三
 
岡
田
 
せ
つ

大
谷
 
柾
志
ー
加
藤
 
卓
爾

神
成
 
忠
尚
 
片
岡
八
千
雄

鎌
田
 
善
七
 
角
田
 
金
男

角
田
 
昭
次
 
角
田
 
偲

木
村
 
金
利
 
菊
地
健
次
郎
 

金木だよ‘) (21 

今月からスタート 

制度 
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新
春
恒
例
の
金
木
町
消
防
団
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一
金
木
町
消
防

団
出
初
式
 

出
初
式
が
さ
る
一
月
三
日
、
役

・

場
庁
舎
前
広
場
を
中
心
に
行
わ
一

れ
団
員
約
ニ
百
人
が
参
加
。
来

・

賓
ら
が
多
数
見
守
る
な
か
、
放

水
演
習
・
機
械
器
具
点検
及
び

分
列
行
進
な
ど
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
披
露
。
火
災
“
ゼ
ロ
ク
 
・

の
願
い
を
新
た
に
して
い
ま
し

た
。
 

ー古川町長が団員
の服装点検 

管そうを握る手に 
―段と力が 

放水演習 

(3） 金ン十；：だ よ‘J 

I堂々の分列行進 
嘉瀬婦人防火クラブ 第四保育所が完成 

昨
年
八
月
か

ら
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
た
第

四
保
育
所
が
十

二
月
に
完
成
。
 

床
暖
房
が
施
さ

れ
た
保
育
室
か

ら
は
子
供
た
ち

の
元
気
な
“
う
 

た
ご
え
《
が
聞

こ
え
て
い
ま
し

た
。
 

(
 

（
 

 
×
 

木
立
 
久
ニ
 
櫛
引
 
政
雄
 
奈

良
 
正
昭
 
中
谷
金
四
郎

桑
田
 
キ
セ
 
今
 
久米
雄
 
中
谷
 
秀

八
 
中
西
 
慎
一

古
川
 
明
美
 
古川
 
竹
夫
 
中
谷
 

肇
 
西
村
 
昭
八

今
・
．
金
蔵
 
今
 

義
孝
 
新
岡
 
慶

一
 西
村
 
昭
一
「
 

沢
田
 
茂
 
沢

田
 
政
孝
 

花
田
 

一
 
原
田
 
一実

沢
田
 
繁
市
 
斉
藤
 
正
弘
 
花
田

柾
五
郎
 
花
田
 
誠

白
川
 
峰
雄
 
白川
 
定
道
 

花
田
 

叶
 
福
長
 
勝
義

白
川
 
照
男
 
白
川
 
常
正
 

福
井
 

豊
 
福
山
 
光
延

白
川
鋭
四
太
郎
 白
川
 
常
一
 

前
田
富
美
衛
 
松
川
 
良
治

白
川
 
律
臣
 
鈴木
 
敏
文
 
正
木
 
繁

治
 
三
橋
 
教
男

須
崎
 
由
美
 
其
田
 
豊
一
 

宮
崎
初
太
郎
 
三
上
直太
郎

相
馬
 
京
子
 
其田
 
兼
巻
 

宮
坂
 
一
木
 
棟
方
滑八
郎

竹
内
 
武
六
 
田
村
 
厚
三
 
村
田
 
敬

一
 
森
 
敏
夫

田
中
 
央
 
田

村
 
雄
三
 
山
中
 
久

美
 
山
中
 

満

対
馬
 
兼
正
 
津
島
 
多
七
 
山
田
 
勝
美
 
山
中
 
正
津

津
島
正
次
郎
 
寺
山
 
芳
松
 

山
田
 
篤
之
 
山
中
 

操

土
岐
 
保
正
 
外
崎
 
忠
 
吉
田
 
米

逸
 
米
塚
 
勝
春

鳴
海
 
義
男
 
鳴
海
 健
吉
 
吉
田
米
五

郎
 
吉
田
登
志
一

中
谷
藤
太
郎
 
中
谷
 定
雄
 
吉
崎
 

忠
直
 

中
村
美
智
男
 
中
元
 
一
広
 
（
ア
イ
ウ
ェ
オ
順
、
敬
称
略
）
 



「4心
r電
 

そうじ 
金木小 4 年 佐 藤 なおみ 

ひ
ま
わ
リ
 

川
倉
小
ニ
年
 

工
 
藤
 
香
 

織
 

じてん車 
喜良市小 3 年 荒 関 琢 哉 

「みんなの広場」はあなたが
つ＜るページです。話題など‘ 

ありましたら企画室まで
ご連絡下さい。 
いつでも取材に同います0 

こ
 
い
 

嘉
瀬
小
五
年
 

松
 
川
 
拓
 
哉
 

ク I) スマス 

おゆうぎ会 

第三保育所 

松 川 いくみ 

(6 歳） 

津
軽
だ
こ
の
伝
統
を
 

二
日
間
で
マ
ス
タ

ー
 

こ
の
講
習
会
は
津
軽
だ
こ
の

伝
承
と
普
及
は
“
つ
く
る
《
と
 

“飛
ば
す
”
喜
び
を
満
喫
す
る

こ
と
か
ら
ー
と
、
中
央
公
民
館
 

・

一ー
 
が
主
催
し

て
毎
 

.
'？
 
年
憐
い
て
い
る

夢
 
つ

一
（
 
も
の
で
す
。
 

講
習
会
に
は
、
親
子
連
れ
な

ど
で
約
三
十
人
が
参
加
。
成
田

勝
義
先
生
（
金
木
本
町
）
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
、
絵
の
描
き
方

か
ら
、
張
り
方
、
糸
つ
け
ま
で

一
通
り
を
二
日
間
で
上
手
に
仕

上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

、
 

、
・
v
 

快
 

一
 
」
 

「相
撲
を
通

し
て
心
技
体
を

鍛
え
児
童
の
健

全
育
成
に
ー
」
．
 

と
さ
る
一
月
十

一
一日
、
町
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で

金
木
少
年
相
撲
 
 愛

好
会
主
催
に
よ
る
初
げ
い
こ
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
小
学
生
約
二
十
人
 

・

が
参
加
。
最
初
は
寒
さ
に
体
を

震
わ
せ
な
が
ら
“
シ
コ
”
を
踏

ん
で
い
た
豆
力
士
た
ち
も
“
ぶ

つ
か
り
げ
い
こ
ク
に
な
る
と
闘

志
を
み
な
ぎ
ら
せ
快
い
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。
 

さ
る
一
月
二
十
九
、
三
十
日

の
二
日
間
、
金
木
町
中
央
公
民

館
で
“
た
こ
作
り
講
習
会
〉
が

開
か
れ
ま
し
た
。
 

た
こ
あ
げ
大
会
 

〇
日
 
時
 
二

月
二
十
七
日
 
午
前
十
時
 

o

場
 
所
 
中

央
公
民
館
前
広
場
 

O
参
加
料
 
無
料
 
‘
 

に
：
 

o

競
技
方
法
 
子
供
の
部
 
一
般
の
部
 

町
外
の
部
 

※
 
参
加
者
は
中
央
公
民
館
ま
で
お
中
し
込
 

み
く
だ
さ
い
。

・
 

汗 初げいこ 



適
切
で
な
け
れ
ぱ
病
人
を
治
せ

な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
物
事

は
す
べ
て
適
度
が
肝
心
と
い
う

意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

「さ
じ
を
投
げ
る
」
も
、
治

療
を
断
念
す
る
意
味
か
ら
転
じ

て
、
先
行
き
の
見
通
し
が
立
た

な
い
の
で
あ
き
ら
め
て
手
を
引

く
場
合
に
広
く
用
い
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
 

「さ
じ
の
先
よ
り
口
の
き
 

物
事
の
折
衝
が
う
ま
く
い
か

ず
、
と
う
と
う
「
さ
じ
を
投
げ

た
」
な
ど
と
使
わ
れ
ま
す
が
、
 

元
は
と
営
え
ば
、
医
者
が
問
剤

用
の
さ
じ
を
投
げ
出
す
こ
と
か

ら
出
た
言
葉
で
す
。
 

普
は
、
お
医
者
さ
ん
が
自
分
 

は
、
薬
の
 

さ
じ
加
減
 

は
下
手
で
 

さ
じ
を
投
げ
る
 

で
薬
の
調
 

合
を
し
た
 

と
こ
ろ
か
 

も
、
口
先
の
お
世
辞
が
う
ま
い

ヤ
プ
医
者
を
か
ら
か
っ
た
こ
と

わ
ざ
で
す
が
、
口
先
ば
か
り
違

者
に
な
っ
た
わ
が
子
の
教
育
に

手
を
焼
い
て
「
さ
じ
を
投
げ
る
」
 

親
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。
 

ら
、
こ
れ
以
上
、
も
う
治
療
の

方
法
が
な
い
と
診
断
す
れ
ば
、
 

調
剤
用
の
さ
じ
を
投
げ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

「医
者
の
薬
も
さ
じ
加
減
」
 

と
い
う
こ
と
わ
ざ
は
、
よ
い
薬

で
も
医
者
が
加
減
す
る
分
最
が
 

、
、

一
 

(
 

(5） 金木だよ‘J 

複
合
と
純
飛
躍
制
す
 

県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
 

柴
田
．
董
君
 

第
三
十
三
回
県
中
学
校
ス
キ
 

ー
大
会
が

一
月
十
二
日
か
ら
十

五
日
ま
で
の
四
日
間
、
青
森
市
 

●

複
合
総
合
 

⑧
柴
田
 
薫
 

▼
女
子
回
転
 

⑤
白
川
あ
さ
「一
 
青
木
優
佳
 

強
風
な
ど
で
思
う
よ
う
に
練
習

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
大
健

闘
。
純
飛
躍
で
は
一
本
目
4
4M

、
 

ニ
本
目
4
5M
の
最
長
不
倒
を
記

録
し
た
柴
田
君
が
、
強
豪
を
押

え
て
見
事
初
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。
 

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
 

マ
純
飛
躍
 

①
柴
田
 
薫
 
⑦
木
村
匡
宏

⑩
大
橋
一
人
 

県複合チャンビオン大橋君のジャンブ 

の
雲
谷
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
ま
 
①
大
橋
一
人
 

④
柴
田
 
蕉
 

し
た
。
 

⑧
桑
田
昌
佳
 

大
会
二
日
目
の
リ
レ
ー
で
は
 

●
男
子
リ
レ

ー
 

南
中
が
七
位
と
奮
わ
な
か
っ
た
 
⑦
金
木
南
中
 

も
の
の
、
三
、
四
日
目
に
は
大
 

●
男
子
一
部
学
校
対
抗
 

活
躍
。
複
合
で
は
大
橋
一
人
君
 
②
金
木
南
中
 

が
初
優
勝
、
純
飛
躍
で
柴
田
薫
 

▼
女
子
大
回
転
 

君
が
二
連
勝
に
輝
い
た
ほ
か
、
 

⑤
青
木
優
佳
⑦
自
川
あ
さ
子
 

六
人
全
員
が
入
賞
。
南
中
飛
行
 

●
女
子
回
転
 

隊
の
伝
統
を
守
り
ま
し
た
。
 

④
白
川
あ
さ
ュ
由
青
木
優
佳
 

ま
た
、
女
子
回
転
、
同
大
回
 

▼
女
子
学
校
対
抗
 

転
で
は
金
木
中
が
健
闘
。
ニ
名
 
⑥

金
木
中
 

大
橋

一
人
君
 

が
入
賞
し
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
 

▼
純
飛
躍
 

①
柴
田
 
薫
 
⑤
桑
田
昌
佳
 

⑥
木
村
匡
宏
 
⑦
大
橋
一
久
 

⑨
大
橋
淳
哉
 
更

フ
 
、享
ノ
 

●

複
合
総
A
口
 

申中飛色隊大活 
議 

柴
田
君
純

飛
躍
 

東
北
大
会
も
制
覇
 

県・東北を制した柴田君のジャンプ 

県
大
会
二
種
目
制
覇
の
余
勢
を

駆
っ
て
東
北
大
会
の
タ
イ
ト
ル

も
ー
と
、
南
中
か
・
皇ハ
名
、
金

中
か
ら
二
名
の
選
手
が
参
加
。
 

一
方
、
第
十
九
回
東
北
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
は
一
月
二
十
七

日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
三
日

間
、
宮
城
県
鳴
子
町
で
開
か
れ
 



国
税
だ
よ
り
 

納
税
証
明
書
の
 

請
求
は
お
早
め
に
 

各
鍾
の
巾
請
書
に
添
付
す
る

た
め
の
 
「納
税
証
明
書
」
の
請

求
が
、
毎
年
二
月
か
ら
三
月
に

か
け
て
集
中
し
て
お
り
ま
す
が
、
 

ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
は
、
巾
告

所
得
税
の
巾
告
と
納
税
の
時
期

に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

署
内
は
大
変
混
み
合
い
、
ま
た

ポ
務
が
ふ
く
そ
う
し
て
証
明
書

の
交
付
が
遅
れ
る
な
ど
、
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
も
な
 

り
ま
す
か
ら
，
で
き
る
限
り
】
一

月
来
頃
ま
で
、
ま
た
は
四
月
以

降
に
請
求
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

所
得
税

の
確
定
申
告
は

正
し
く
お
早
め

に
 

昭
和
五
十
七
年
分
の
所
得
税

の
確
定
巾
告
は
、
二
月
十
六
日

か
ら
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
 

巾
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で

す
が
、
期
限
問
近
に
な
り
ま
す

と
税
務
署
は
火
変
混
雑
し
、
落

ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た

り
、
長
時
間
お
待
ら
い
た
だ
く
 

よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
の
で
、
確
定
巾
告
は
で
き
る

だ
け
早
く
行
う
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

な
お
、
贈
与
税
の
小
告
も
三

刀
十
五
日
ま
で
で
す
。
 

事
業
税
や
 

住
民
税
の
申
告
 

事
業
悦
や
住
民
悦
ら
そ
れ
ぞ

れ
巾
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
所
得
税
の
確
定
巾
告

を
し
た
人
は
、
改
め
て
導
業
税

ゃ
住
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

人
類
が
《
火
《
を
利
用
し
始

め
て
か
ら
五
十
万
年
と
も
百
四

十
万
年
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
や
“
火
”
は
私
た
ち
の

生
活
か
ら
切
り
離
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
先
祖
代
々
か
ら

親
し
ん
で
き
た
“
火
《
も
私
た

ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
な

ど
に
よ
り
、
 一
瞬
に
し
て
大
切

な
生
命
や
財
産
を
奪
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
 

あ
な
た
で
す
 

火
事
を
出
す

の
も
防
ぐ

の
も
 

風
呂
釜
の
過
熱
が
ト
ッ
プ
 

ー

火
災

の
原

因
ー
 

一
  

昭
和
五
十
七
年
中
に
町
内
で

発
生
し
た
火
災
は
十
一
件
、
損

害
額
は
約
五
千
二
百
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

・
 

こ
れ
を
出
火
原
因
別
に
見
る

と
、
第
一
位
が
「
風
呂
釜
の
過

熱
」
 
で
、以
下
、
 「
た
ぱ
こ
」
 

「火
の
消
し
忘
れ
」
な
ど
の
順
 

で
す
。
 

こ
の
・
っ
ち
、
 

「
風
呂
釜
の
過

鵬

熱
」
に
‘
る
火

姓
災

の
件
数
は
四

災
 
件
、
「
た
ぱ
こ
」
 

欲
 
が
三
件
で
、
例
 

」

年
、
火
災
原
因
 

讐
」鷲
 

離
 
い
ず
れ
も
ち
ょ

風
 
つ
と
し
た
不
注

意
で
火
災
に
な

っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
 

風
呂
釜
に
火
を
つ
け
て
い
る

問
は
時
間
を
決
め
て
確
認
す
る

習
慣
と
、
た
ば
こ
の
火
を
確
実

に
消
す
習
慣
を
身
に
つ
け
、
町

内
か
ら
火
災
を
な
く
す
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。
 

交
通
災
害
共
済
に
 

家
族
そ
ろ
っ

て
加

人
し

ま
し
よ

う
 

交
通
災
害
共
済
は
、
 一
日
ー
 

マ
受
付
期
問
 

円
で
加
入
で
き
ま
す
。
 

．
・月
一
H

ー
 

現
在
加
入
し
て
い
る
方
は
、
 

三
刀
三
十
一
日

三
月
三
十
一
日
で
期
限
が
切
れ
 

y
巾
し
込
み
先

ま
す
の
で
、
更
新
の
手
続
き
を
 
役

場
町
民
課
、
 

し
て
く
だ
さ
い
。
団
体
加
入
の
 

各
婦
人
会

場
合
も
同
様
で
す
。
 

各
学
校
、
保

ま
た
、
ま
だ
加
入
し
て
い
な
 
育
所
、
幼
稚
園

い
方
も
ぜ
ひ
家
族
そ
ろ
っ
て
加
 
※

群
し
い
こ
と

入
し
ま
し
ょ
う
。
 

は
．
役
場
町
民
 

y
会
費
 
課
に
お
た

ず
ね

一
股
の
方
 
三
五
O
円
 

く
だ
さ
い
。
 

学
童
団
体
 
三
O
。
円
 

金木だ よ り ‘6 

災 害 の 程 度 等級 金 

死 亡 し た 場 合 I 800,000r」 

実治療lI数 

180日以」二 

で 

入院 180 F.I 
以上を含む っ

」
 
 

150,000 

入院 90F~ 
以上］80日
米満を含む 

八j
  

130,000 

入院90日米満
又は人院なき
ものを含む 

110,000 

実治療日数 
90日以上 

180H来満で 

入院 90日
以上を含む 

に
J
  

80,000 

入院90日未満
又は入院なき
ものを含む 

6
  

60,000 

実治療日数60日以上90自未満 7 45,000 
実治療H数30H以上60lI米満 8 35,000 
実治療日数10日以上30日米満 9 25,000 
実治療日数10日米満 10 15,000 
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金 嘉 嘉金 十

木 瀬 月 瀬 木 月 

中
柏
木

神
 
原

嘉
 
瀬

喜
良
市

喜
良
市

喜
良
市

喜
良
市
 

一
  

母
子
年
金

の
 

支
給
要
件
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
 
に

あ
て
は
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
 

妻
が
夫
と
死
別
し
て
母
子
家
庭
 
⑦
最
近
一

年
間
の
保
険
料
を

に
な
り
、
次
の
要
件
を
満
た
し
 

す
べ
て
納
め
て
い
る
こ
と
。
 

て
い
る
と
き
に
母
子
年
金
が
支
 
①

最
近
三
年
間
の
保
険
料
を

給
さ
れ
ま
す
。
 

納
め
て
い
る
か
、
ま
た
は
免

①
夫
と
死
別
し
、
十
八
歳
 
除

を
受
け
て
い
る
こ
と
。
 

未
満
（
ニ
級
以
上
の
障
害
 
⑨
保
険
料

を
納
め
た
期
間
が

が
あ
る
と
き
は
二
十
歳
未
 

十
五
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

満
）
の
子
を
か
か
え
て
い
 

な
お
、
手
続
き
に
つ
い
て
は

る
と
き
。
 

役
場
町
民
課
国
民
年
金
係
へ
ど

②
妻
の
保
険
料
を
納
め
て
 
・
つ
ぞ
。
 

い
る
状
況
が
次
の
ど
れ
か
 

せ
ん
き
ょ
の
知
識
⑩
 

選
挙
運
動
の
期
間
と
政
治
活
動
 

立
候
補
の
決
意
を
し
た
な
ら
  

の
当
選
を
得
る
た
め
③
選
挙
人

直
ち
に
選
挙
運
動
を
し
た
い
の
 
に

働
き
か
け
る
行
為
を
い
い
ま

が
人
情
で
す
が
、
選
挙
法
で
は
  

す
。
 

立
候
補
の
届
出
前
の
選
挙
運
動
 
従
っ

て
、

買
収
や
戸
別
訪
問

を
一
切
禁
止
し
て
い
ま
す
。
こ
 
の
よ

う
な
選
挙
巡
動
期
問
中
も

れ
が
い
わ
ゆ
る
事
前
運
動
の
禁
 
禁

止
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
は
も
 

止
で
す
。
 

ち
ろ
ん
、
個
々
面
接
と
か
電
話
 

選
挙
運
動
と
は
、
肴
板
ゃ
ボ
  

に
よ
る
選
挙
運
動
の
よ
う
に
選

ス
タ
ー
の
作
製
な
ど
の
準
備
行
  

挙
巡
動
期
間
中
な
ら
で
き
る
行

為
と
は
異
な

り
、

①
特
定
の
選
 
為
で
あ
っ

て
も
立
候
補
届
出
前

挙
に
お
い
て
の
特
定
の
候
補
者
 

に
行
え
ば
違
反
と
な
り
ま
す
。
 

お
め
で

と
う
 

十
一一月

泉
谷
  
周
閲

（
英
治
）
 

斎
藤
 
郁
美
（
忠
）
 

秋
元
  
順
悦
（
勲
）
 

一
月

成
田
 
香
苗

（
勉
）
中
柏
木

鳴
海
 
捌
（
八
嘉

）
嘉
 
瀬

外
崎
  
孝
明
（
誠

一
）
金
 
木

斎
藤
 
部
美
（
誠
一
）
喜
良
市

泉
谷
 
竜
祈
（
好
年
）
川
 
倉
 

こ
れ
は
、
選
挙
運
動
の
開
始

時
期
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
 

各
候
補
者
の
選
挙
運
動
の
ス
タ
 

ー
ト
を
同
時
に
行
い
、
無
用
の

競
争
を
避
け
、
金
の
か
か
ら
な

い
選
挙
を
す
る
た
め
に
も
う
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
選
挙
運
動
と
政
治
活

動
（
後
援
会
活
動
）
は
選
挙
が

近
く
な
る
に
つ
れ
や
や
こ
し
い

関
係
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
政

治
活
動
と
は
、
そ
の
団
体
が
政

策
の
普
及
宜
伝
、
主
義
や
施
策

の
推
進
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
て
 
 泉

谷
 
純
音

長
尾
 
美
穂

岡
田
 
論
知

飯
塚
 
喬
子

石
戸
谷
 
学

斉
藤
 
直
子

秋
元
美
沙
澄

白
川
 
理
絵

鎌
田
 
香
純

黒
川
 
祐
樹

鳴
海
 
マ
ミ

漬
田
 
知
佳

封
馬
 
央
也

山
中
 
崇
稔

長
尾
 
隆
稔

吉
崎
 
由
紀

鈴
木
 
耐
樹

花
田
 
彩
乃
 

議
会
報
告
会
や
選
挙
人
の
意

見
を
聞
く
懇
談
会
等
の
多
く
は

こ
う
し
た
理
由
で
選
挙
期
日
の

告
示
前
で
も
合
法
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
行

為
も
時
期
や
内
容
に
よ
っ
て
は

事
前
運
動
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

‘
 

日
ま
で
で
き
ま
す
。
 
 

秋
元
 

力
（
正
治
）
金
 
木
 

お
し

あ
わ

せ
に
 十

ニ
月
 

、
佐
々
木
正
秀
（
平
一
郎
）
東
京
都
 

「
中
谷
津
矢
子
（専
之
助
）
川
 
倉
 

、
野
宮
 
一
穂

（
雄造
）
金
 
木
 

「
荒
関
美
保
子

（
忠則
）
中
見
町
 

、
藤
尾
 
哲
定
（
啓
心
）
静
岡
県
 

「
中
村
 
滝
子
（
武
四
郎）
嘉
 
瀬
 

（
燃
転
一
鑓誉
駄
 

（
齢
叡磐
綴
姦
林
 

（
購
為か
畿
論
晒
 

剛
（
賛

）
喜
良
市

弘
美

（
猛
）
新
潟
県
 

一
月
 

（
綴
輸
一
麟遍
瓢
 

（
鎌
雑
餓
携
驚
碑
 

（
駄
乳
綴
さ
麟
姉
 

（
精
融
警
鷲
詳籍
 

、
寺
沢
 
寿
彦
（
松
太
郎）
北
海道
 

「
角
田
 
保
子

（
貞
一
）金
 
木
 

（鰭
輔
極
嘱
鱗
樋
 

（
競
私
一
艶
線
村
 

（
鴛が
飴
一
響
細
良細
 

（
群
叡
綱
施
艶
嘘
戸
林
 

（
軸
中
 寿
“
輸
幽
婦

岡
帥
 

（
舶
海
 

喚
鯉
m
）鵬編
 

（
繁
雑
盤
編
霜
 

（響
鶏
警
蟹
叫軒
琳
 

（齢
響

一
確
一刊
振
 

お
く
や

み
 

外
崎
 
勇

鈴
木
 
た
み
 

棟
方
 
感
衛

沢
田
 
要
吉

原
田
さ
く
ら

前
田
豊
太
郎

山
中
 
良
一

芦
田
 
サ
エ

大
橋
 
忠
助

白
川
俳
之
助

今
 
貞
太
郎
 

(7） 金木だよ り 

国民年金の豆知識 1 

戸籍の窓口 

金 嘉川

木瀬倉 

  

光
義

洋
嗣
 

（
正男

幸
彦勇

 

和
人豊

 

暗
雄

繁
明
 

 

ー一節甲
志男必 正路 満 一喜 

恭

一 茂仁 

 

嘉蒔嘉金嘉金嘉嘉事嘉金嘉蒔金嘉専金川 
艮．一 	 良 

瀬苗 瀬木瀬木瀬 瀬 市 iTh 木瀬田 木 瀬市木倉 

（
幾
 

特
定
の
候
補
者
の
当
選
を
得
る
 
、
葛
西
 
政
秋

（
栄市
）
喜
良
市

た
め
の
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
o
「
鎌
田
 
魔
子
（
定
雄
）
嘉
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昭和58年度建設工事 

入札参加資格審査 

申請受付中ノノ 

レ受付期間 

①町内業者 

3月1日～ 3月31日まで 

②町外業者 

2月I日～ 3月31日まで 

レ受付場所 

金木町役場 総務課 

レ提出方法 

持参・郵送どちらでも可能 

レ提出方法 普類 

① 建設工事入札参加資格審査 

中請書 

② 建設業許可証明書 

③ 代表者の身分証明書 

④ 納税証明書（町税） 

⑤ 営業所一覧表 

⑥ 工事経歴書（直前 3年間） 

⑦ 技術者設蹴届 

⑧ 営業用機械器具所有調書 

⑨ 経営事項審査巾請書 

⑩ 使用印鑑jilI 

2等陸・海・空士

募集中ク 

レ募集期間 

昭和58年1月1日～ 3月31日 

レ試験期日 

受付時に通知します 

レ試験場 

五所川」iIi市末広I『f29の 4 

自衛隊青森地方連絡部 

五所川原募集事務所 

金ニ，こ：だ よ‘) ( 8 

産業別最低賃金が改正 

昨年10月に青森県最低賃金が改

正され、 1日2,858円（1時間358 

円）となりましたが、 1月からは

滴森県産業別最低賃金も次のよう

に改正されました。 

ただし、軽易な業務に従事する 

I人などは産業別最低賃金が適用さ

れない場合があります。 

ロ食料品製造業 

1日 3,180円 I時間 398円

口繊維産業 

1日 2,993円 1時間 375円

口木材・木製品・家具製造業等 

1日 3,156円 I時問 395円

口出版・印刷・同関連産業 

1日 3,166円 I時間 39引月

口機械・金属製品等製造業 

1日 3,247H 1時間 406円

口卸売業・小売業 

1日 3,263円 1時間 408円

口窯業・土石製品製造業 

1日 3,454円 1時間 432円

口自動軍整備業 

I日 3,247円 I時間 406円

⑨群細は、青森労働基準局賃金

課 (34-4 111）または五所川原労

働基封端i’腎署にお間い合わせ下さ

いo 

少年非行防止標語集① 

お知らせ 

撮ろうノみんなの道路 

口ード・フオト・ジャンボリー 

作品募集中グ 

昔ながらの道から近代的な高速

道路にいたるまで、道は私たちの

生活を支えつづけています。産業

や経済を支える動脈として、ある

いは通勤通学、レジャーなど道は

幅広く役立っています。しかし、 

ー方では道路は交通安全をはじめ

交通渋滞、沿道環境など様々の問

題を抱えています。そこで、写真

の美しさばかりでなく、道路の持

つ多様な役割や道路のあるべき姿

さらに交通安全などの今後解消し

ていくべき問題点について主張を

持うた作品を募集するのがミロー 

ド・フォト・ジャンボリーなの狙

いです。道路に対するあなたの考

えを 剖写真で発言，してください。 

回テーマ 「くらしと道」 

回募集締切 昭和58年 5月末日

回送り先 〒100 東京都千代田区

渡が関3一 3一 3（社）日本道

路協会 

回賞 	内閣総理大臣賞1名 

（副賞50万円・カメラ）ほか多

数あります。 

回案内チラシご入用の方は、役場

企画室までどうぞ。 
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〇心のカギをしっかりと非行は心のすき間から 

0一度だけその考えがー生後悔 
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〇あなたです非行を出すのも防ぐのも 

〇身につけよう やさしい心と強い意志 

〇あなたです非行を出すのも防ぐのも 
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